
1．付属ARMマイコン基板の概要

● コアにARM7TDMI-Sを採用したARMマイコン

を搭載

本誌付属 CPU 基板企画の第 5 弾は，オランダ NXP

Semiconductors社製32ビットRISCマイコンLPC2388を

搭載したマイコン基板です．CPUの正式型名はLPC2388

FBD144で CPUコアはARM7TDMI-S，動作クロックは

最大72MHzです．

LPC2388FBD144には 512KバイトのフラッシュROM

と64KバイトのSRAMが内蔵されており，シングル・チッ

プでの動作が可能です．また，64KバイトのSRAMとは

別にEthernetのパケット送受信用バッファとして16Kバ

イト，USB用バッファとして16Kバイト，外部バッテリ

でバックアップが可能な2KバイトのSRAMが搭載されて

います〔ただし今回の付属ARMマイコン基板はバックアッ

プ電源端子（VBAT）を通常の電源端子（VDD）と接続しており，

バッテリ・バックアップ機能には対応していない〕．

また，今回はフラッシュROMに動作確認用のプログラ

ムは書き込まれておらず，フラッシュROMは消去された

まっさらな状態です．基板に電源を投入して何も動作しな

いので注意してください．

● CPUの特徴その1～ARM7コアを搭載～

現在，最新のARMプロセッサ・コアCortex-A，Cortex-

R，Cortex-Mといったアーキテクチャの名前をよく耳にし

ますが，それらの基礎になったのは ARM7 でしょう．

ARM7コアは現在でも数多くの組み込み用途に使われてお

り，過去の資産の多さと相まって現役のプロセッサとして

十分な実力を持っています．

● CPUの特徴その2～多彩なインターフェース機能

を内蔵～

一般的なUARTだけではなく，I2CやSPIといったマイ

コンではなじみのあるシリアル通信機能，ネットワークで

必要になるEthernet（論理層のみ），自動車などで使われ

ているCANの各コントローラ，SD/MMCカードを高速

にアクセスできるSD/MMCカード・コントローラを搭載

しています．

さらにUSB 2.0のフル・スピード（12Mbps）に対応した

コントローラも内蔵しており，それぞれターゲット/ホス

ト/USB On-The-Goコントローラとして使うことが可能で

す．本付属ARMマイコン基板ではターゲット，またはホ

ストとして使用できます．

また，汎用 I/O（GPIO）は5Vトレラントなので，5V電

源系のデバイスとの接続も容易です．
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表1 付属ARMマイコン基板の仕様

CPU
LPC2388FBD144
（NXP Semiconductors）

LDO（Low Drop Out）レギュレータ ISL9007IUNZ（Intersil）

USB-シリアル変換IC CP2102-GM（Silicon Laboratories）

水晶振動子 MA-406 12MHz（エプソントヨコム）

基板素材 SEM-3

基板層数 2層

配線ルール ピン間2本

基板形状
横70mm，縦55mm，
実装高さ5.5mm（出荷時）

供給電源 5.0V入力 約300mA

第1章

付属ARMマイコン基板
の使い方

大木真一

CPUボードの回路構成と基板の組み立て

ここでは付属ARMマイコン基板に搭載されているARMマイコンLPC
2388の特徴をはじめとし，付属ARMマイコン基板の回路構成や使い方に
ついてまで解説する．今回の付属ARMマイコン基板も以前の付属FRマイ
コン基板同様USBコネクタが多数実装できるので，各コネクタの機能には
注意が必要である． （筆者）


